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として取り上げた。(1) 米国情報標準化機構の A Framework of Guidance for Building 
Good Digital Collections 第 3 版（2007 年）が提示する，「資料のデジタル化」に基づく枠
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あるのは，A Framework of Guidance for Building 
Good Digital Collections（優れたデジタル・コレク
ション構築のための指針の枠組み）という報告書で
ある。これは 2001 年に初版が発行され，第 2 版は
2004年，最新の第3版は2007年に公表された。ま
た第 1 版は米国博物館・図書館サービス機構
（Institute of Museum and Library Services: 
IMLS），第 2 版以降は米国情報標準化機構
（National Information Standards Organization: 
NISO）が発行主体となっている。第 2 版はすでに
古賀：「MLA 連携」の枠組みを探る 3 
筆者が紹介しているが6)，本稿では第 3 版7)（以下，
NISO Frameworkと略記）を取り上げる。 






















































































































































































行されたEncyclopedia of Library and Information 
Sciencesの第3版（全7巻）である（以下，この事
典をELIS，その第3版をELIS3 と略記する）11)。 
ELISはもともと，Encyclopedia of Library and 
Information Science（最後のScienceが単数形にな
っていることに注意）の名で1968年～2003年の長
期間にわたって全 73巻におよぶ第 1 版が刊行され





















































 ELIS3 の中でとりわけ「MLA 連携」の枠組みを
考える際に有益と思われるのは，同書における
Topical Table of Contents（主題ごとの項目もくじ）
である17)。ELIS3ではアルファベット順の通常の項
目もくじも当然用意されているが，Topical Table of 
Contents は主題に沿って各項目の位置づけを整理
する枠組みと位置づけられるものである。具体的に















6 明治大学図書館情報学研究会紀要 No.2, 2011 
















































































































































・トップレベルの方針・政策       など








































ト：高山正也, 田窪直規, 持田誠, コーディネータ・司
会：古賀崇. シンポジウムの記録は下記に掲載。「第58
回日本図書館情報学会研究大会シンポジウム記録」『日本
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